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今月号のトピックス
・一学期中間テスト対策
・北辰テスト日程
・４５０点とるために

4月18日（月）から中学生のテスト対策期間が始まります。
それぞれの学校でスケジュールが異なることがありますの
で、自分のスケジュールをしっかり確認してください。

☆テスト範囲表は配布されたらすぐに塾に持ってきてくだ
さい。

☆テスト対策のはじめは学校のワークを行います。

☆学校のワークを行うときは、その教科の教科書が必要に
なりますので、教科書も持ってきてください。また、ワー
クは丸付けまで自分で行ってもらいますので、解答も必ず
持ってきてください。

☆学校のワークはできるだけ早く終わらせましょう。テス
トで高得点をとる生徒ほど、学校のワークを終わらせるの
が早いです。

5月の連休に関して
4月30日(土)、5月1日（日）、2日（月）、
3日（火）、4日（水）、5日（木）は休
塾になります。

一学期中間テスト対策

北辰テスト日程など

回次 テスト日 申込期間

１ 4/24(日) 3/24(木)～4/4(月)

２ 6/19(日) 5/12(木)～5/30(月)

３ 7/17(日) 6/16(木)～6/27(月)

４ 9/4(日) 7/28(木)～8/15(月)

５ 10/2(日) 9/1(木)～9/12(月)

６ 11/6(日) 10/6(木)～10/17(月)

７ 12/4(日) 11/3(木)～11/14(月)

８ 1/29(日) 12/15(木)～1/9(月)

受験の目安（公立高校志望者）
練習として3年生の第1回、第2回のいずれかは受験しておいた方がい
いと思います。3年生の7月以降は私立高校の確約がとれるまで受験
して下さい。（確約がとれてしまえば、それ以降は受験する必要は
それほどないと考えています。）

申込について
山口学習塾は北辰テストの受付会場ではありません。お手数です
が受験希望者は書店・ネットにて受付をお願いいたします。
＜受付書店＞
T’s Books（ウニクス川越２F）
TSUTAYAクルリ川越店（川越西郵便局となり）
紀伊国屋書店（まるひろアネックスA）
リブロ川越店（西部本川越ペペ４F）
TSUTAYA高階店（コープ高階店２F）
武甲堂書店（南大塚駅北口前）
★申込期間中はネットで予約もできます。



て、キッチリと得点するほうが、結果としては点数が高くなることが
ほとんどです。時間配分が上手くなるためには、限られた時間内で問
題を解いていく訓練が必要です。問題を解くスピード、難しい問題を
捨てる勇気、それは本番を想定した模擬テストなどで身に付けていく
しかありません。「丁寧にじっくり考えて問題に取り組む。」それは
勉強していく上で大事な考え方なのですが、「テストで高得点を取
る。」という観点から見ると、割り切って考えなければならない場合
があるのも事実です。

③時間ギリギリまで見直し
テスト中、「できた！」と思った瞬間、４５０点は難しくなると

思ってください。すべての問題をケアレスミスなく解ける生徒は今ま
で見たことがありません。「できた」と思った問題の中にも、必ずミ
スがあります。それはどんな上位生も例外ではありません。毎回定期
テストで学年１位をとるような生徒にさえ必ずミスがあります。４５
０点をとるためには、「できていない問題が必ずあるはずだ。」と最
後の１秒までテスト用紙に食らいつかなければなりません。ペンを置
き自分の解答を眺めているだけの生徒に４５０点はとれません。見直
しとは問題の「解き直し」のことです。終了の時間がくるまでペンを
置いてはいけません。
テストを解き終わったら、「目の前にある解答はどこかの誰かが書

いたもの、残りの時間で間違いを見つけ出してやる。」そのくらいの
意識で解き直していかなければなりません。

④体調を整える
テスト前日に夜更かしをしているようでは、４５０点には届きませ

ん。５００点分の知識を積むような生徒であれば、テスト直前の２日
間程度は今までの学習の総点検にあてるものです。当日、１００％に
限りなく近い力を発揮するために前日は早く寝る生徒が上位層になる
ほど多いのです。テスト当日の朝など、１時間目のテスト開始の３時
間前には起きる生徒もいるくらいです。(起きてから３時間後に脳が
働き始める、とよく聞きます。)もちろん、脳を働かせるためには朝
ごはんは欠かせません。最後の最後は知識だけでなく、自分の体調ま
で最高に仕上げていくくらいの覚悟が必要です。

以上、我々が考える最上位生に必要なポイントでした。しかし考え
てみればこれらのポイントは「成績を伸ばしたい」と思っている生徒
全員に持っていて欲しい意識です。皆さんの一学期中間テストに向け
た努力を期待しています。

４５０点を取るために(２０１６年度５月号塾だより再掲)

山口学習塾では４月１８日(月)から一学期中間テスト対策期間が始
まります。定期テストの最上位の目安として、五教科４５０点以上と
言われることがあります。今回はその４５０点以上をとるためにどの
ようなことが必要か、我々の考えを述べたいと思います。

①５００点分(満点)の知識
当たり前だと言われるかもしれませんが、４５０点分ギリギリの知

識しかないのであれば、４５０点はほぼ達成することは不可能です。
その理由はテスト本番で１００％の力を発揮できる人というのは(大人
であっても)ほとんどいないからです。私が今まで見てきた生徒の中で
五教科最高得点は４９１点です。その生徒は落とした９点分というの
は全てケアレスミスです。その生徒は５００点をとる知識がありなが
ら、１００％の力は発揮できず、９９％の力を発揮するにとどまった
のです。本番で９９％の力を発揮できる生徒というのは非常に稀です。
上位の生徒でも良くて９０％ぐらいの力しか発揮できていないように
感じます。本番で９０％の力しか発揮できないとしたら、４５０点と
るには５００点分の知識が必要になるということになります。
では５００点分の知識とはどういうものでしょうか？テスト範囲の

教科書、学校のノート、学校のワーク、学校のプリントの内容はもち
ろん、応用問題に対応するために塾のワークの問題、模擬テストなど
も全て完璧にやる必要があります。しかも、ここで言う完璧にやる、
とは「全てを行う」ということではなく、「全てを理解し、暗記する
まで何度も繰り返す」ということを意味します。５００点分の知識を
積む、本当に大変な努力が必要です。しかし、これだけでは４５０点
はなかなか超えられません。先ほども述べましたが本番で９０％以上
の力を出せる生徒はそれほど多くありません。本番で発揮できる力の
割合も上げていくために➁～④が必要になってきます。

➁時間配分
多くの生徒がテスト本番で力を発揮できない理由は、適切な時間配

分ができていないことにあります。特に今までよりもたくさん学習を
積んだ生徒に、時間配分で失敗するケースがよく見られます。テスト
本番でいつも以上に問題が解けることで、難しい問題まで解きたく
なってしまい、その結果、時間が足りなくなってしまったり、見直し
をする時間がなくなってしまうということが起こります。自分の積み
重ねた努力を全ての問題にぶつけたくなる気持ちは大変素晴らしいこ
となのですが、 「テストで点をとる」ということにおいては、難しい
問題にたくさん時間をかけるより、基本的な問題をしっかりと見直し


